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ヒ トT リン パ 球に は ヒ ツ ジ赤血球 (以下S R B C)と
ロ ゼ ッ トを形成す る性質が みら れ, Tリ ン パ球検出の
マ ー カ ー と して広く臨床的に 使用 され て い る カ
～ 6)
｡
こ の E ロ ゼ ッ ト検出に は大別 して 2 つ の 方法が知 られ
てい る
7)
｡ 1 つ は S R B C と長時間接触さ せ る事に よ
り, ほと ん どす べ て の T リン パ 球を検出す る total
ro sette te st, もう 1 つ はリ ン パ 球と S R B Cを短時間





ある-い は " a ctiv e" r os ette te st で あ
る｡ 後者 はあ る種の免疫不全症 な どに お い て 低下す る
事か ら, T リン パ 球の う ち S R B Cと親和性が高く,
しかも細胞性免疫能 を長く反映す る populatio n で あ
る と考 えられ て い る 8卜
10)
｡ ま た
一 種の 生理 的免疫不
全状態とも 考え られ る臍帯血リ ン パ 球 に おい て も e a r-
1y ロ ゼ ッ トが低値 をと る事が 知られ て い る
11)
｡
しか しなが ら, e a rly ro s ette te st はリ ン パ球 と
S R B C の比率, イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン 時間, 温度な ど
の 条件の わずか な変動によ り, ロ ゼ ッ ト形成 に 大きな
差異が みら れる極 めて不安定な方法で ある事
12)131 さ
ら に 均 一 な populatio n と しての 磯能の 解明が十分 に
な され てい な い 事から, T リン パ 球の S ubpopulatio n
と して の 位置づ けに はな お疑問の 点が 多くみ られ る｡
本報で は, まず種々 の条件の変化 に よ る ea rly ro-
sette te st へ の 影響 を検討 し, さ らに S R B C fr a･
訂IlentS の ロ ゼ ッ ト形成に 及 ぼ す抑制効果 とリ ン パ球
の 可溶性 e xtr a cts に よ る上 記抑制効果の 阻害を通 じ
て, e a rly ロ ゼ ッ ト形成細胞 の 性状 , 特 に S R B Cと
の親和性を検討した｡
実 験 方 法
1. リ ン パ 球の 分離 14)
ヘ パ リ ン を添加 して 採血 した 末棉血 をリ ン 酸緩衝液
加生理食塩水 (以下P B S) で 2倍 に 稀釈後, Ficoll･
Is opaqu e 上 に 重層 し 400× g , 4 ℃ で30分間遠心し
た｡ 中間に 形成 され た白濁層を ピペ ッ トで採取しP B S
に て 3 回洗浄後 M ediu m 1 99(以下 M 199) に て1
×1dシm = こ調整した ｡ ト リパ ン 青に よ り検定した生
細胞率 は96%以 上 ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ染色に より算定
した単球の 混 入 は10%以 下で あ っ た｡
2
.
S R B C の調整
購入後14 日以内の S R B Cを P B Sに て 3 回洗浄後
e a rly 及び total ロ ゼ ッ トの検定の為 に , それ ぞれ 8
×1 0 リm£ , 1 ×1 0り mゼ に P B Sで調整 した ｡
3 . total ロ ゼ ッ ト形成細胞 (以下 total R F C) の
検出法
15)16)
リ ン パ 球浮遊液 (1 ×10γmE), S R B C(1 ×1 09/
m戚), ウ シ 胎児血清 (以下F C S, 56℃30分間非働化
後, 37 ℃及び 4 ℃に て SR BC で 吸収) をそ れぞれ25
〟1 づ つ 混合 し,200× g , 5分間遠心後室濫 で30分間
静置 した｡ そ の後静か に 授拝し 顕微鏡下で200ケ の細胞
を数 え S R B Cを3ケ 以上 付着 した細胞 を陽性と し,
その 百分率 を算定 した｡
4
.
e a rly ロ ゼ ッ ト形成細胞 (以下 e r aly R F C)
の 検出法 9)
リ ン パ 球浮遊液 (1 ×107/mゼ) 及び F C Sをそれ
ぞれ 25〃1 づ つ 混合 し, 37 ℃ 1時間イ ン キ エ ペ ー 卜し
た｡ その 後 S R B C(8 ×107/mゼ) を 25/ノ1 加 え室温
で 200× g, 5分間遠心後直ち に 再浮遊 し 200 ケのリ
ン パ 球 を数え, 陽性細胞の百分率 を計算 した ｡
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5 . SR B C fragm e nts の作製 17)18)
P B Sに 浮遊 した SR BC (1 × 1 0γm〟) を ソ ニ ケ 一
夕 一 に て 破壊 し, 20,000× g , 4 ℃ で10分間遠心後10
分の1 量の10% F C S加 M 199 に 再浮遊 し S R B C
fr agm e nts と した｡
6. リ ン パ 球の 分画 方法
リ ン パ 球の分画方法 を図1 に 示 した｡ まずリ ン パ 球
浮遊液 (1 × 1 0リ 舶) と F CS を十数本の 試験 管に
それぞれ 0.3mゼづ つ 分 注し,37 ℃60分間の イ ン キ エ ペ
ー ト後 0.3mEの S R B C(8 × 10T/mゼ) を加え 200×
g, 5 分間遠心 し て e a rly ロ ゼ ッ トを形成さ せ た｡
遠心後直ち に 静か に ピペ ッ テ ィ ン グ を行い , 3 - 4本
の 試験管 を1本と して Fic oll-1s opaqu e上 に重 層 し400
× g , 室温で20分 間遠心を行 っ た｡ 遠心後沈査及 び中
間層に 0･83% N牲 cト トリス 緩衝液 (PH 7.4)を加
え室温 に て赤血球 を完全溶血させ た 後, P BS で 2 回
洗浄した｡ そ の後M 199 で1×107/m現こ調整 し沈査 を
e arly R F C･e n riched populatio n, 中間層 を e a rly
R FC･depleted populatio n と した｡ 次に この 中間層 の
リン パ 球浮遊液, F C S及 び S R B C( 1 ×109/me)
を教本の 試験管に それ ぞれ 0. 錮 gづ つ 加 え totaI ロ ゼ
ッ トを形成さ せ た｡ その 後 Fic oll･Is opaqu e に 重 層し
400× g, 20 分間遠心 し沈査及 び中間層 を回収し た｡
それ ぞれ に0･83% Nヨ
'
4C トトリ ス 緩衝液 を加え赤血球
を溶血 させ た後 P BSで 2回洗浄 しM 1 99に 再浮遊 し
た｡ 沈査 を 1ate R F C-e n riched populatio n, 中間層 を
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n o nTR F Cpopulatio n と した｡
7
. 可溶性 e xtr a cts の 作製
末分画リ ン パ 球 (u nfraction ated P B L), early
R F C-depleted, nO n R F C, e arly R FC- e n riched の
各リ ン パ 球 をそ れ ぞれ PB Sに て1 ×1 05/mゼに 調整 し,
ドラ イ アイ ス ー アセ トン 溶液で10 回以上fre e ze tha.
Wing を行っ た 乱 20,000× g , 4 ℃10 分間遠心して
得られ た上 清を可 溶性 e xtr a cts と した｡
8
.
S R B C fr agm e nts の ロ ゼ ッ ト形成に 及 ぼす 抑
制効果の 検討
未分画リ ン パ球及び e a rly R F C-depleted popula･
tio n と S R B C fr agm e nts を室温で30分間 あら か じ
めイ ン キ エ ペ ー 卜 した後, 表1 に した がっ て total 及
び e a rIy r o s ette te st を行い S R BC fr agm e nts の
ロ ゼ ッ ト形成 に 及 ぼす 抑制効果を検討した｡
9 ･ リン パ 球可溶性 e xtr a cts に よる S R B Cfr ag-
m e nts の 抑制効果の 阻害 ( 表2)
各 populatio n よ り得 られ た可溶性 e xtra cts と
S R B C fragm e nts を室温15分 間イ ン キ エ ペ - 卜 した｡
この 前処理 した S R B C fr agm e nts を使用 して ロ ゼ
ッ ト形 成の 抑制効果を total r os ette test で検定す る
事に よ り各 e xtr a cts が SR BCfragm e nts に い か な
る影響 を与 え るか を検討した｡ 対照と して e xtra cts
の代 りに P B Sを使用 して S R B C fragm e ntsとイ ン
キ エ ペ ー 卜 した｡
10. 可 溶性 e xtra cts 中の 活性物質の 検討
S R BC fr agm e nts と 可溶性 e xtr a cts を室温で30
分間イ ン キ エ ペ ー ト後, 20･000× g, 4 ℃ で10 分間遠
心 して 上清 を捨て た｡ P BS に 再浮遊後37 ℃で20分間
振過溶出し た0 そ の 後20･000× g, 4℃ で10 分間遠心
して 得られ た 沈査の S R B C fr agm e nts 及 び上 清を使
用 し て上 記の 実験 をそ れ ぞれ行 っ た｡
結 果
1 . ヒ ト末柵血の total R F C及 び e a rly R F Cの
平均 値は それ ぞれ74.8土 2




F CS の 濃度, イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン時間, 温度条
件, S R B Cと リ ンパ 球の 比率の 変化が e a rly ros ette
test に 与 える 影響に つ い て 検討し た結果 を図2に 示
した｡ ま ず FC S の 最終濃度が 5%から33%の 範囲で
は e a rly ロ ゼ ッ ト形成 に有意の 差は み ら れ なか っ た｡
(P >0.05) ま た37 ℃の イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ンの 代り に
室温 (22 ℃) で30～ 60分間イ ン キ ュ ベ ー 卜して も その
値に 有意の 変化が み られ なか っ た｡(P > 0.05) さ らに
S R B Cを加 え 200× g , 遠心後室温1 0分間放置 して お
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くと ロ ゼ ッ ト形成の 比率の 有意の 上 昇が み られ た｡(P
<0..01) ま たS R B C とリン パ 球の 比 率 を10 以 上に す
る事に よ り ロ ゼ ッ ト形成は 著明 に 増加 した ｡( P<0 .01
3
.
SR B C fr agm e nts に よ る ロ ゼ ッ ト形成の 抑制
効果を図3 , 表3 に 示 した ｡ こ の 結果 e a rly ロ ゼ ッ ト
卜形成 は S R B C fr agm e nts に よ り ほぼ 完全 に 抑制さ
れ た｡ tOtal ロ ゼ ッ ト形成も前者と ほぼ平行 して減少
し, その 減少値 は23% で あ っ た ｡ S R B C fr agm ents
と抑制効果の 問 に は do se r e spo n s eが み られ25jjl
以 上 の S R B C fr agrn e ntS の 添加に よ り抑制 は plate
Table l. Rosette Inhibitio n As say with S R BC Fragm e nts
Lym ph∝ yte
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*B la nk; SRB C Fragme nts were ad ded sim ulta n e otlSly
with SRB C.
Table 2. Effe ct of Lym phocyte Extr acts o nRo sette
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in c ubated (r 00 mte mp. 30min)
:毒
total R FC
ヒ ト末梢血Tリ ン パ球 の Subpopulation
a u に達 した ｡ 対照 と して S R B Cと S R B C frag一
皿 entS を同時に 添加 したが抑制 はみ られ なか っ た ｡ ま
た S RBC fr agm e nts を60 ℃ 2 分間の 熱処理 , あ る
い は fre e z e･tha wing を行う こ と に より ロ ゼ ッ ト形成
を抑制する活性 は消失 した｡
さ らに Fic oll-Is opaqu e 比重 遠心 法に よ り分離した
e arly R F C
･depleted populatio n(e a rly RFC の混入
は5% 以下であっ た｡ 表4) を使用 し抑制効果 をみ た
所ほと ん ど抑制を受 けなか っ た｡ こ の 事 より S R B C
fr agm e nts に よ る抑制効果は e arly R F Cに 特異的な
ものと考え られ た｡
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4
. 可溶性 e xtr a cts に よ る S R B C fragm e nts の
抑制効果の 阻害を図4, 表5 に 示 し た｡ ま た可溶性
e xtr a cts を作製す る際の リ ン パ 球の 各 population
の 純度の検定結果 は表 4の 如く,e a rly R F C･e n riched
populatio n に はea rlyR F Cは60%にみ ら れ, n O n-R F C
populatio n には ロ ゼ ッ ト形成細胞 は3 %以下あっ た｡
また e a rly R F C-depleted populatio n に は e a rly
R F Cは5%以 下であっ た｡ ま た 1ate R F C･e n riched
populatio n は細胞が 十分 に 回収さ れず全例 に 行い 得
なか っ たが, 2例に つ い て は e a rly R F Cの混 入 は 4
%以 下で あ っ た｡
そ の 結果, 未分画リ ン パ 球及 び e arly RFC･enriched















0 ほぅ 25 5 0 100{
S R B C†値gm e ntS added
F ig･ 3 Ros ette Inhibitio n Ass ay with S R B C Fr agm
e nts
Table 3･ Ro set te Inhibitio n Assay with S R B C Fragm e nts
S R BC Fragm e nts
added
total R F C 飽 rly R F C
R FC in
ea rly RF C- depleted
bl) 〔M ea n± S D(n = 6)〕 〔Mea n± S D(n = 6)〕
POpulat1 0 n
〔Me a n± S D(n = 4)〕
0 74.8 士 2.3 28. 7± 2.4 22.5± 2.1
1 2,5
(73～ 79) (25- 31) (刀 - お )
63.8± 4.0 1 6.3± 4.6 20.5± 2.0
25.0
(5 6- 6 7) (10～ 21) (18～ 23)
53.0± 4.1 7.2 ±3. 7 19.5 ±2.9
50.0
(49～ 60) (3 - 12 (16～ 23)
51. 2 ±2.9 4.3 ± 2. 2 20.0 ± 3.4
100. 0
(48 ～ 55) (2 - 7) (16～ 24)
51. 7 ± 2. 5 4.6 ± 2. 2) 20.0 ± 2.6
(48～ 54) (2 ～ 8) (17γ 23)
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m e nts と あ らか じめイ ン キ エ ペ ー 卜す る 事に よ り,
S R B Cfr agrn e ntS の 抑制効果の 阻害が み られ た｡ 抑制
の 阻害と e xtr a CtS の 畳 の 間に は dos e r e spo n s eがみ
られ S R B Cfragm e nts l OOplた対 し25FLl の e Xtr a-
cts で抑制の 阻害はほ ぼ plate a uに 達 した｡ ea rly
R F C･depleted 及 び n o n･RF Cpopulatio nより 得られ
た e xtra cts を S R B C fr agm e nts とあら か じめイ ン
キ エ ペ ー 卜 して も 抑制の 阻害 はほ と ん どみ られ な か っ
た｡ ま た 2例に つ い ての み行い 得た 1ate R F C-e n ri･
ched populatio n よ り得ら れた e xtr a cts で も抑制 の
阻害は ほとん どみ られ なか っ た｡ 他人 より 得られ た
e xtra cts を使用して も同様 の 実験結果が得られ た ｡
図 5に は興型 的な実験結果の l例 を示 した ｡
5. S R B C fr agm e nts と extr a cts を室温で20分
間イ ン キ ュ ベ ー トし, 37 ℃で 振漁溶出 した後の S R B C
fr agm eItS 及 び上滞を使用 して 同様 の 検討を行 っ た｡
(表 6) こ の 績果, 溶出後 の S R B C fr agm ents で ロ
ゼ ッ ト形成 は再 び抑制 され 上清 に て 抑制の 阻害がみ ら
れ た ｡
考 按
マ ウ ス の 末棉T リン パ 球は均 一 な細胞集 団で はなく
hete r oge n eity が 存在す る, と の 報告 が こ れ迄 に多く
みら れ る｡ す な わ ち膜表面上 の β 抗原乳 抗胸腺血清
及 び radiatio n に 対す る感受性, 1ife spa n, さら に種
々 の mitoge n に 対す る 反応性 の薫か ら 2 つ の S ubs et
の 存在が 考え られ て い る
19卜25)
｡ ヒ ト末棉血T リン パ
球に お い て も マ ウス と同様に hete r oge n eity が存在
す る 可能性が十分 に考 え られ るが , マ ウス の ♂抗原に
相当す る特異抗原が ヒ ト の 場合 に は 明 ら か で なく, そ
の Subs et の 検索 をか な り困難 なも の と し てい る｡
と こ ろで, ヒ トT リン パ 球は S R B Cと結合し ロ ゼ
ッ トを形成す る事よ り T リン パ球 の 同定法 と して 広く
利用 さ れて い るが , Wybr a nら は S R B Cとリ ンパ 球
Table 4. Chara cteristic s of Lym pho cyte Populatio n s
P BL. Extr a cts
ea rly R F C total R F C
Me a n± s. d. M ea n± s. d.
u n s eparated (n = 1 0)
e ady R F C
r en riched (n = 3)
28. 7 士 2. 3 72. 1 士3.6
(25～ 31) (66{ 一 77)
55. 7士 5.1 65.0 ± 4. 3
(50～ 60) (房 ～ 68)
e a rly R F C･ depleted (n = 3) 4. 7 ± 2. 0 31.0± 2. 0
(3 - 7) (為 ～ 31)
1ate RF C- e n riched* (n = ; 2)
n oT}RF C (n = 3)
3.5 ± 66.5±
(3 ～ 4) (65- 68)
0.3 ± 0. 5 1. 7± 1.2
(0 ～ 1) (1 - 3)
*R F Cwe re e v alu ated at the c o n c e ntration of lym ph∝ yte
Of l Xl Oり ml.
Table 5. E ffect of Lym phocyte Extra cts o nRo s ette Inhibitio n by S




S R B C
喜謡言entS
Extra cts fro m P B L Populatio n s
u n sepa rated ea rly R F C
･ e n riched n o n･ R FC e a rly R F C- depleted
払り 払l) 〔Me an士S D(n =10) 〔Me a n±S D(n = 4)〕〔Me a n±SD (n
= 4)〕〔Me a n±S D(n = 4)〕
0 0 72.1 ± 4.5 70.0 ± 3. 1 68.5± 2.9 71.0 士 3. 6
0 25 54, 0± 3.9 53. 5.士 3.0 52.7 ± 5.1 51.5 ± 4.2 岳
0 100 51. 5± 4.4 49.3± 1.0 50.8 ± 3. 7 51.0 ± 3.4
10 100 59. 3士 3. 7 59.8 ±3.3 53.3 ± 4.7 53. 5 ± 2.6 .川
25 100 68.4 ± 3.2 68.8 ± 5.9 53.8± 1.5 54. 8
士 4.1
幻 1 ∝) 70,9± 4.1 67.5 ± 1, 9 53.8 ± 4.2 53. 0
± 4.2
100 100 71. 6± 5.2 66.8 ± 2. 6 54.0 ± 4. 2 54.0
± 4.5
250 100 71. 9 ±.3.8 68,8
± 3,3 53. 3 ± 2. 9 56.3 ± 1.7
ヒ ト末梢血T リ ン パ 球の Subpopulatio n
の比を 8: 1 と し, 短時間イ ン キ ュ ベ ー 卜す る事に よ




ある い は " e a rly
"
ロ ゼ ッ トと称 した｡ こ れ は S R B Cと極 め て親和性の
高い S ubpopulatio n で あり , 悪性腫凰 viru s疾患,
S LE あるい は或種の 免疫不全症に お い て 低値 を示す
事から細胞性免疫能 をよ く反映す る populatio n であ
ると報告した 7ト 9)･26)
～ 28)
｡ さ ら に 最近 Felsbu rg
ら は
29)p p Dskin te st 後 に
"
a ctiv e" R F Cが増加 し,
これ は遅延型皮膚過敏反応の 結果と良く 一 致す る事か
ら, in viv o に お い て免疫学的に a ctiv e な Subpopu -
1ation で あろ うと報告 して い る ｡ こ の よ う に e arly
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Fig. 4 Effe ct of Lympho cyte Extr a cts o nRo sette
Inhibitio n As s ay by SR BC Fragrne nts.
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学的清性の 高い T リン パ 球の Subpopulatio nで あ る可
能性は十分に 考 えら れ よう｡
しか し なが ら, こ の e a rly R F Cを検出す る e arly
r os ette te st は変動の激 しい 極め て不安定な方法で あ
る と考え られ て い る｡ W o ody ら12)は F C S濃度, イ
ン キ ュ ベ ー シ ョ ン 時間, SR BC とリ ン パ 球の 比の 変化
に よ りそ の備に 大き な変動が みられ る尊か ら, 機能 的
な裏付けが な い 限り S ubpopulatio n とす る に は多く
の問題がみ られ ると し, Chisholm ら13)も S R B Cと
リ ン パ 球の比 を変化させ 片対数上 に , ま た横軸に ロ ゼ
ッ ト形成細胞 の比率を プ ロ ッ トす ると直線上 に増加す
る事よ り, S R B Cと リ ン パ 球の比が 小さい 場合 S R B C
と親和性の高い T リン パ球 を検出し得る可能性があると
し なが らも 8 : 1 とい う比が 特定の Stlbpopulatio n
を検出して い るも の と は考え られなしゝと し, e a rly
R FC の存在 に 疑問を投げか けてい る｡ 著者の検討で
も S R BC と リン パ球の 比率, 遠心後のイ ン キ ュ ベ ー
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Fig. 5. Effe ct of Pr etre atm e nt of S R BC Fr agm e nts
with Lym pho cyte Extr a cts inthe sa m eDo n o r.
Table 6. B lo cking Activity of Elu ate from ads o rbed S R B C
Fr agm e nts in Ro sette I 血ibition Assay
S R BC
Fragments Elu ate totaI R FC
added (〟l) 払1) 〔Me a n± S D(n = 5)〕
0 0 72. 5士 4.0
(67～ 76)
52.8 ± 4. 7
(45～ 57)





るも の と考 え られ る｡ この よ う に 検出方法 に 多くの 問
題が み られ る事か ら, 基礎的に 十分な裏付 けが な され
な い 限りT l) ン パ 球 の S ubpopulatio n と して の位置
づ け に はな お疑問 を抱か ざる を得な い ｡
と こ ろで 牒 近 Lohr m a nら
17)
は Rhe sus m o nkey
の赤血球 (以下 M R B C) が ヒ トT リン パ 球 と b ゼ ッ
ト を形成す る事 を報告して い る｡ そ して ソ ニ ケ 一 夕 一
に て破壊 して作製した S R B C fr agm ents が S R B C
ロ ゼ ッ ト形成 を抑制す る の に 対 して M R B Cロ ゼ ッ ト
を抑制しな い 事, また こ の逆の 現象 もみ ら れ る事か ら
T リ ン パ 球上 に は S R B C, M R B Cに 対 して異 な っ た
レ セ プ タ ー が存在 し, しか も fr agm e nts の 抑制 は同
じ赤血球に 対 して特異的である事, さ ら に これ らの
fragm e nts に よ るロ ゼ ッ ト抑制 は不完全であり その
ロ ゼ ッ ト形成の減少 は26%, 29%で あ っ た と して い る｡
また B叩Ie s ら
18)も犬の リ ン パ 球を使用 し同様の報
告を行っ て い る｡
著者ら は Lohr m a nら の実験に お い て S R B C fr a
･
卯I e ntS に よ る ロ ゼ ッ ト形成 の 減少が ヒ ト末棺血 の
e a rly R F C の比率に 酷似 して い る点に 着目 し, SR B C
fr agm e nts の e a rly R F Cに 与 え る効果 に つ い て検
討 を行 っ た｡ その 結果, S R B Cfr agm e nts は e a rly
ロ ゼ ッ ト形成 をほ ぼ完全に抑制 し,さ ら に e arly R F C
-
depleted populatio nに は ほと ん ど影響を及 ぼさ な い
事より, S R B C fr agm e nts の抑制効果は e arly R F C
に特異的なも の と考え られ た｡ す な わ ち e a rly RF C
は S R B C と極めて 親和性の 高い レ セ プ タ ー を有 した
T リン パ球の SubpopulatiorLで あり , S R B C fr agm -
e nts と 容易 に結合 しう るも の と考 えら れよ う｡ ヒ ト
末稗血中に は S R B C fragm e nts の抑制効果の実験よ
り, e a rly R F Cは平均23% 存在して い る もの と考 え
られ る｡
と こ ろで , Ryke ら
30)
は 3M の K Cl で T リン パ 球
を処理 して 得られ た e xtr a cts を C O at した S RB C
を使用 して ロ ゼ ッ ト形成 を行っ た 場合, C O at しな い
S R B Cの 時よ り約25%の ロ ゼ ッ ト形成 の抑制が み られ
る事, ま た B リン パ球 よ り得ら れ た e xtra cts に は こ
の よう な効果 はみ られ な い 事よ り, 3M K Clに より
T リン パ 球か ら S R B Cに 特異的な レ セ プ タ ー 活性 を
遊離 し得る と して い る｡ 著者 らは fr e e z e-tha wing に
よ り得られ た e xtr a cts を S R B C fr agⅡl e ntS と あら
か じめイ ン キ エ ペ ー 卜 し, S R BC fragm e nts の ロ ゼ
ッ ト形成の 抑制 に い かな る効果 を与 え るか を検討 した
軌 e arly R FC･emiched populatio n よ り得ら れた
e xtr a cts に は S R B C fragm e nts の ロ ゼ ッ ト形成の
抑制 を阻害 す る活性が み られ る の に 対 して, n On･ R F C
populatio n, e a rly R F C
･depleted populatio nより得ら
れた e xtr a cts に は こ の よう な活性 はほ と ん どみられ
な か っ た｡ ただ 問題点と して , 可溶性 e xtr a cts を作
製す る際に , S R B Cを0.83% N H. C ト ト リス 緩衝液
で溶血 して い る為に e xtr a CtS 中に SR BC gho st あ
る い は fr agm e nts が 残存 し こ れが 実験に 向らか の影
響 を与 えて い る可能性 も否定で きな い ｡ しか し ながら
も し 残存 して い た と して も 極 めて 微量 で ある事,
また fre e z e･tha wing に よ り活性が消失 して い る 熟
さ ら に20.000× g の 遠心操作 に よ りか な り除去さ れ得
る事か ら, e Xtra CtS 中の fr agm e nts はまず無視し
て差 し支 えな い であろう と思わ れ る｡ 以 上 の 結果は
ea rly R F Cよ り得 られ た extr a cts に の み S R B C
fr agm e ntsに 対 して極 めて 親和性の 高 い レ セ プタ ー 活
性が 存在す る事を意味す る｡ す なわ ち early 及 び Ia ･
te RF C の膜表面上 のS RBC レ セ プ タ ー の 間に は量的
あ る い は質的な善が存在す る事を示 唆す る もの と考え
られ る｡ Yu ら
7)
は S R B Cロ ゼ ッ ト の 37 ℃ での Cap
形成を ea rly 及び 1ate R F Cに つ い て 検討 し, 後者
に そ の比率が高 い 事, さ らに トリプ シ ン, ノイ ラ ミニ
ダ ー ゼ で リ ン パ球 を処理 する と 1ate R F Cの Cap 形
成 は減少し e alry R F Cの C ap 形成率に 近づ く事よ
り, こ の 2 つ の population の S R B Cレ セ プタ
ー の
分布状態に差異が存在す る と共に 膜表面上 の Sulphy･
dryl 及び シ ァル 酸量 に差 がみ ら れ る事 を指摘してい
る ｡ さ ら に Ow e nら
31)32)は S R B Cレ セ プ タ ー に 対
す る抗血清 を作乳 これ を使用 した螢光抗体法に より
T リン パ 球の 約40%が高 い 密度の S R B Cレ セ プタ
ー
を有 して い ると述 べ て い る｡ これ らは い づ れ も, T リ
ン パ 球の 中に お い て も S RB C レ セプ タ ー の 分布状態
あ るい は密度 に差異が あ る事 を示 唆す る所見と言えよ
う｡
以上 , ヒ ト宋楷T リン パ 球 に は S R B Cに 対する親
和性及 び腰性状の違 い に よ り 2 つ の Subpopulatio n,
す な わ ち e a rly R F Cと 1ate R F C, が 存在す るもの
と考 えられ る｡ 現在の所 S R B Cレ セ プ タ ー の量的な
差か質的なも の か は不明 であ るが , S R B C fr agm e nts
を im m u n o ads o rbe nt と して S R B Cレ セ プ タ
ー の 部
分的精製が可能とな れ ば, よ り 一 層明ら か に されるも
のと考 え られ る｡
結 論
ea rly R F Cの検出方法である e a rly r os ette te St
は そ の条件の わ ずか な変動によ り, その備 に 大き な変
化が生ずる不安定な もの で あると 考え られ る○ 特に S
R B Cとリ ン パ 球の比, 遠心 後の イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン
ヒ ト末梢血 T,) ン パ 球の Subpopulation
時間が最も大き な 影響 を与 える｡ それ ゆ え こ の 方法で
検出され る細胞を T リンパ 球の S ubpopulatio nと呼ぶ
に は基礎的に 十分 な裏付けと, 機能面で の 解明がな さ
れ る事が必要であろう ｡ 本報で は まず e a rly R F Cの




S R B C fragm e nts に よ る ロ ゼ ッ ト形成の抑制
効果を検討 した 所, e a rly ロ ゼ ッ ト形成が ほ ぼ完全 に
抑制さ れた｡ また e a rly R F C-depleted population
では抑制 はほと ん どみ られ ない 事 よ り, S R BC fr ag
m e nts に よ る抑制 は e a rly R F Cに 特異的な も のと考
えられる｡ す な わ ち e a rly R F Cは S R B C及 び そ の
fr agm ents に 対 して極め て親和性の高い レ セ プ タ ー を
有す るT リン パ 球の Subpopulatio n と考え られ る｡
2. fr e e z e･thawing によ り 得 ら れ た リ ン パ 球
e xtra cts を S R B C fr agm e nts と あらか じめイ ン キ
エ ペ ー 卜 し抑制効果 に 与え る影響 に つ い て検討し た所,
ea rly R F C-e n riched populatio n よ り得 られ た e xtr-
acts に の み S R B C fr agm ents の 抑制効果 を阻害す
る活性が み られ た｡ す なわ ち この e xtra cts に の み
SR B C fr agrnents と極 めて親和性の高い レ セ プ タ ー
活性が存在す る もの と考 えられ る｡ これ は e a rly R F
C と 1ate R F C の リ ン パ球膜表面上の S R B Cレ セ
プタ ー の間に量的ある い は質的な差異が存在す る事 を
示唆して い る もの と思 わ れ る｡
3
. 可 溶性 e xtra cts と S R B C fragm e nts を反 応
させた後37 ℃ で振遽溶出した上 清 に レ セ プタ ー 活性が
遊離す る事 より S R B C fr agm e nts を im m u n o ads or.
be nt と して 生物学的活性 を失う事な し に 活性物質を
抽出 し得る可能性の ある事が示 唆さ れ た｡
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182 奥 田
Ab s t r a ct
T he
"
e arly o r activ e rosette teSt
･ ,
(W ybr a n& Fude nberg) is widely u sed in
clinicalim m u n ol g yto deter min e apo s sible s ubpopulatio n ofhu m a npe ripher a
l T
lympho cyte s. T his te st pr obably ide ntiAed o nly the s ubpopulatio n t
hat has the
re cepto rs of high a魚 nity for sheep r ed blo od c ells (S RB C)■ Ho w e v e r, the e x a ct
r o setting char acteristics of ea rly r osette
-forming cells (e arly RFC) of hu m an T
lym pho cytes r e m ain to be elu cidated･ ln the pres e nt w o
rk･ the r o s etting ability of
ea rly R FCw asin v estigated by the r o s ettein
hibitio n effect of S R B Cfragm e nts･
eithe r n o n-tr e ated or pr etre ated with s oluble e xtr acts oflympho cytes･
l)T he effect of S R BC fr agm e nts o nE r o s ette fo r m atio n of hu m a npe ripher al T
lym pho cytes w as e v alu ated o n the e arly a nd t otal T
- r O S ette teStS･ The r o setting
c apacity of e arly RF Cw as s electively a nd n ea r
ly co mpletely inhibited by the
pr etr eatm e nt of lyrnpho cytes with S RB C fragm e n
ts ･ The de cre as ein totalr os ette by
blo cking with S RBC fr agm e nts w as alm o st para11el to that of e ar
ly r os ette･ S RB C
fragm ents had n o inhibito ry eff6ct o n the ro s etting c apacity of a lympho cyte
populatio nin which ea rly RF Cw ere re m o v ed by r o s e
tte s edim e ntatio nte chniqu e･
2) A s oluble e xtract of e ach populatio n･ n a m ely e a rly RF C
-e n riched, e a rly
R FC-depletedt late R FC- e n riched, a nd n o n
- RF C･ W a S Pr epared by e xte n siv e
fr eez e-tha wing in pho sphate-t) uffer ed s alin e a nd the a ctivity of each e xtr act w as
assayed with the blo cking effe ct on E r o s etteinhibitio nby S RB C fr ag
m e nts ･ T his
blo cking a ctivity w as ide nti 鮎din the e xtr act fr o m the populati
o n e n riched with
e arly R FC, but notin the extr acts fr o mthe other c ellpopulati
o n s
･
These r es ults s ug ge st that e arly R FCm ay be a s ubpopulatio n which
has･the
r ecepto rs of high a用･nity fo rS R BCand thes e r e cep
to rs ar e re adilybo u ndto S RB C
fragm ents, Pr e S u m ably to inta ct SRB C･ T he activ e m aterials o n e arly R FC･
altho ugh
dis s o ciated fro m the c ells. r etain their ability tobebo u nd c o mpetitiv ely toS R B C
fr agm e nts . How ev er, W hether SR BCr eceptor s of early
R FC ar ediffer e ntin their
distributio n o n cells u rface o rin their str u ctur al c o nfor m atio nfr o m tho s
e of late
RFCis yet to be kn o wn ･
